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筆者は、終戦後国立教育研究所に勤務し、その後数| り、図工科、主主数科、国語科については、理科に使用
科書会社にも多少関係し、理科教育について討議した| する技術的道具教材が考慮されなければならないはず
り、考えたりする機会をもち得だ。これらの経験を墓| である。試みに進学アテープメ; /
にして、理科教育、特に生物学教育について私見を述| 見ると、一体これは何科の問題かと疑問をもたざるを
べてみたい。との一文が、生物学教育を担当されてい| 得ない間が相当発見できる。ときには、一方の出題者
る{ 会員諸賢の御参考ともなれば率である。 Iは理科としているかと思うと、他の出題者は家庭科
一殻教育論はさておき、学習指導要領に示されてい| に、またもう一人の方は保健科といった問題もある。
るように、理科という教科は、科学的な思考や技能に| この聞については、各科で重要であるからだと一言い
よって、金活を高めてゆくことを目標とするものであ| ってしまえばそれまでであるが、与えられた時間数の
る。従って、生徒児童みずから自然環境に問題を見つ| 中で、最も有効に能率をあげてやらねばならないはめ
け、計画し、研究する態度を養成するととに主眼をそ| に追いこまれている教師の立場からはできるだけ、と
そがねばならない。そして、その具体的な目標は学習| のような重複数材はさけたいであろう o

指導要領理科篇に示されている通りである。この目標| 以上のような諸問題を頭の中において、理科という
については、恐らく、誰が、何時、何処で考えても根| 教科のカリキJ ム附桐に立てたらよいであろう
本的に変わるものではないであろう。 Iか。第 1に当該校に於ける知識、技術〈実験方法等の
そして、教師の立場としては、これらの毘擦を立凶可
にカリキュラム〈との言葉は教科観穫と訳されている
が、筆者は京来の意味、即ち学校で計画し実行される
教育目的をもったすべての行事と解する〉に生かすか
ということが問題となるであろう。その目的で、教師
が困らないようにという親切心から、学習指導要領に
は「理科の指導法」として、突にくわしく具体的な形
で述べられている。しかし、一方では、教師がカリキ
ェラムをつくるのに最も必要であるべき、最低知識)k
ぴ駒留について明らかにされていない。従って、教師
t士、進学のアテープメシトテストに迷b ¥ 教科書会社
は、やたらに高級な教科書を作製しそれを以てこと足
れりと思っている。
これらの諮問題はさておき、学習指導要領に於て、

まず考えなければならない矛盾は、第 1 に、小学校と
中・高校簡に分離されていることである。筆者は、も
し、このような図書が出版されるならば、小・中学校
篇即ち義務教育篤と、高校・大学篇即ち非義務教育と
に分けるべきと考えていたので小学校だけを分離した
現在の形に驚いたのである。できることなら、小学校
から大学に到る全体的な問題をとりまとめて、理科篇
一冊にすべきである。今日の教育体形には、いわゆる
6 ・3 制であり、義務教育は9 年である。この9 年聞
を目標にして、すべての教育が一応完成されるように

意〉の最低線いわゆるミニマムエツセ; / 1 / ヤJレを考え
ねばならないであろう。特に今日では学区がはっさり
している点を考慮し、その地区の小・中学校の担当教
官及び中学各科担任教官閑で話合い、乙の点は小学校
で、この点は中学で完成されたいとお互いの要望を加
味してっくり出されるであろう。また、中学では一応
高校進学を予想すれば全国の問題集を数年にわたり調
べれば、大体高校側の要求も略々わかることであろ
う。その次に、これを基礎とし、態度、能力の養成す
るような単元設定を考える段どりを行う。第3 に、と
の目的に合った教科書を探すという、 3段構えでカ 3
キュラム設定を行うのが順序であろう。現実には、第
3 に考慮さるべき教科書が、半ばあまくだりに教育委
員会等からおしつけられているが、理科教育の目標を
充分考慮すれば、決して、その教科書にとらわれるこ
となく各校独自の立場で単元設定がなさるべきであ
る。
ζのことから需言えて中学理科に於いては、第 1学年

に於てい中心を技術即ち、実験法、観察法に主眼をお
念、第2 学年では、これにや L系統的に知識を、第3
学年に於て、拡象的理論を考えさすように考慮したな
らば、最も理科の民擦に近い教育が行われるのではな
いだろうか。
生物学教育に於ては、学習指導要領に於いては、第

考えなければならない。第 2 の点は、他の教科との関 I 1学年に「生物はどこで、どのように生育するか」と
連が考慮されていない点である。{ 耕描育科、社制| いう単元を設け、一見すじが通っているようだが、よ
家庭、職薬科については教科内容を場慮すべきであ| くしらべてみるとまるで、話の泉的展開をさせてい
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出てくる。 r品種改良J について遺伝学が教えられる| まず無難な生物学教育として一貫した隷が出るのでは
のは当然であるが、筆者は品種という棋念を得られた| ないだろうか。幸に兵庫県生物学会は小学校から犬家
ことを生かし、種に発展させ、自然分類という学問的| までの先生の会であるから、 ζのような点が討議され
考え方を強く打ち出してゆくのがよいと思う。従つ| る機会がもたれ、少くとも兵庫県下に於ける生物学教
て、前述の如く、今まで取扱った生物の各種の地位が| 育に- ; 4 1 : の筋金をスれることができればと念願する次
朗瞭になり、京来の分類学自縛察ができるようになる| 第である。
のではないだるうか。また神経生理学については、本| 敗単様、我園に残された資源といえば、人口だけで
案のようにどとにもつける所がないから無理につけた| ある。しかし、その人口は、頭脳的には世界一流で、
かの如き案を携し、動物学的単元〈筆者は第2学年に| 人口過剰に悩むことなく、頭脳を働かせ、世界に冠た
国当する〉に附し、 「心臓はなぜとまらないかJ、「動| る科学技術を生むζとは至難の撲ではない。とのとり
鞠は何によって行動するのか」といった疑問に答えて 1;残されされた資源を活用させ得るか杏かは、，我々教育
ゃるように間慮すべきである。更にできることなら、 I  : 者に課せられた宿題ではないだろうか。筆者は一日も
科学史を展開し、自然科学の発展が封建社会にどのよ| 亭く、我国の科学技術が、アメ Pカやドイツに於ける
うに臨亘をうけたかという点弘社会科で充分とり上| それのように、外貨獲得の原動力となることを夢みて
げ得なければ、考えさせる必要があるであろう。 Iいる。
以上の在日〈、中学3 学年聞に教える方向が朗らかと| 理科教育には、まだ数多くの蔑された問題がある
なれば、小学校はそれ以前の基礎に立って、これらが| が、今号が印刷されるに当りー交を草した次第であ
学習しやすいように闇慮し、高校に於ては、とれらを| る。言葉の足りない点が多く、御質問も多〈あろうか
生物学の立場から学問的に単元設定を行ってゆけば、 l と思われるが遠慮のない御批評が漬ければ拳である。

新刊紹介

山陰地区隠岐群島を含む及び、その附近海域の魚類に就て

森 為三藩

兵庫農科大学記裏、第 2巻、第3号、 B 5，62ぺ-iI' I学名、和名、方言、採集場班、採集魚類の胃中の郵題担
; 4 1 : 蓄は会長漆博士が多年深海魚の研究をされ、裏目| などの詳記がある。方言や深海魚の胃中の動物の紹介
京、特に但馬沖から漁獲されたものを材新にして編さ| は特にうれしい。
れた苦心の著である。 I また目録について漂海魚、並びに但J罵沖海底の特徴
戦後、底曳網による漁獲が滑なわれだしてから県下| を多くの指図をスれて親切丁寧な解説がある。最後に
の市場とか台所にも今日まで見られなかった珍らしい| 和名及び学名の索引、郷土の魚類に関する文献など、
ものが見られるようになった。特に深海魚は喬魚、珍| 至り尽せりの類のない得難い文献で却Fとも机上に揃
魚と言われるものが多い。この度の兵庫県生物援にも| えたいー警である。
漂海魚の一部のものが浸覧されたが、との催しのうち| この度、特に森会長に乞い生物学会会員のために増
で最も人気を呼んだものであった。 I腕していただきました。それで鯛ス用の方は至急、神
こうした魚類鑑定は魚類図鑑などにはたくさん出て| 戸市長田区寺池町、県立兵庫高校、皇室井縛あて 1冊に

いるが最後に種を決定することはちょっと我々には困| っき 100円( 送料とも〉、ただし本会々員lこ限るをそ
難なことである。それでこうした県下の手引のあるこ| えて申し込んで下さい。一般書底では 300円で売駁し
とは望ましいことである。 Iている。
本文 540余種の目録からなっており、図録はE 確な
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